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研究成果の概要（和文）：研究の期間、研究代表は儒教の「十三経」のうち四経(『論語』、『孝経』、『孟子』、お
よび『書経』)の中に含まれるの単漢字と熟語のすべてのオンライン『漢日韓越-英辞典』に入力を終了した。 さらに
、『老子』、『荘子』、および『淮南子』に含まれたすべての単語が加えられた。 最終的に、中国の古典に含まれた
『Mathew's Chinese-English Dictionary』の最初の100ページからの単漢字と熟語をすべてが加えられた。このデータ
の包含のため、それは中国古典文学の研究のための最も包括的なオンライン・リファレンスリソースになった。 

研究成果の概要（英文）：During the research period, the research representative completed the input into 
the online CJKV-Dictionary of all of the individual kanji and compound words contained in four of the 
thirteen Confucian classics, including the Analects of Confucius, the Book of Filial Piety, the Mencius, 
and the Book of History. In addition, all the words contained in the Laozi, Zhuangzi, and the Huainanzi 
were added. Finally, all of the kanji and compound words from the first 100 pages of the Mathews 
Chinese-English dictionary that were found in Chinese classical texts were added. At the end of the 
research period, it contained 12,021 single kanji and 47,767 compound words. Because of the inclusion of 
this information, it has become the most comprehensive online reference resource for the study of 
classical Chinese literature. This dictionary is provided on the Internet at 
http://www.buddhism-dict/dealt. Persons who would like to search the dictionary can search by using the 
userID "guest."

研究分野：東洋思想史
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１．研究開始当初の背景 
 
 
まず最初に、現在の科研プロジェクトは先の
科研プロジェクトの継続と考えられるべき
である（ 「東アジア漢英辞典の開発とウェ
ブサービス作製」 基盤研究(C) [22520389] 
(H21-24)）。前のプロジェクトでは、中国古
典(儒教と道教の)の研究の為のオンライン漢
語・英語辞書の基礎は確立された。その前の
プロジェクトは中国古典の研究のためのオ
ンライン・リファレンスリソースの欠乏(英語
参照用の情報資源の欠乏と同様に)に対応し
て設立された。 このプロジェクトで作成さ
れた辞書以外に、中国古典の研究の為、他の
包括的な現代作成の辞書は存在していない。
前のプロジェクトの完成では、辞書は 11,073
単漢字と 31,911熟語を含みました。 

 
 
２．研究の目的 
 
現在のプロジェクトの目的は以前に作成さ
れた辞書の内容をかなり補うことであった、
最も正準な中国古典から単語を選択して、単
語を加えること。 当初の目標は、十三經に
含まれたすべての単語を含むことであった。
(十三經は、 易経, 書経, 詩経, 周礼, 儀礼, 
礼記, 春秋左氏伝,  春秋公羊伝,春秋穀梁伝, 
論語, 孝経, 尓雅, 孟子を含む). 前の科研プ
ロジェクトに基づく辞書に含まれた単語に
これらを追加することによって、中国古典の
研究者は古典的な中国のテキストを読んで
いる際、遭遇したどんな単語も、提供される
と確信できる。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 辞書を編集する第一の方法は、いくつか
の主要な辞書に含まれた単語の一致にそれ
らを合わせることによってデジタル化して
いる漢文古典における単語を特定すること
であった。 これらの辞書は『大漢和辞典』(諸
橋)、『漢語大辞典』、『学研漢和辞典』、および
『角川字源』を含んでいた。その単語がこれ
らの辞書に含まれているなら、それは括弧で
マークされた、以下の例のように:  
 

[孟子]見[梁惠王]。王曰、 叟、不
遠[千里]而來、亦將有以利吾國乎。 
孟子對曰、 王何必曰利。亦有[仁
義][而已矣]。 王曰、[何以]利吾國。
[大夫]曰、何以利吾家。[士庶人]
曰、何以利吾身。上下交征利、而
[國危]矣。[萬乘之國]弑其君者、必
[千乘之家]、[千乘之國]、弑其君者、
必[百乘之家]。萬取千焉、千取百
焉、不爲不多矣、苟爲[後義]而先
利、不奪不饜。未有仁而遺其親者
也、[未有]義[而後]其君者也。王亦

曰[仁義][而已矣]、[何必]曰利。 
 
そして、文脈からの意味に基づいて、その単
語は辞書に追加された。同時に、これらの他
の辞書がその単語を含んでいる場合、それら
の定義は、適切に、含まれていた。辞書に対
する付加単語のこの仕事はコンピュータ・プ
ログラミングの用法でたいへんサポートさ
れた。例えば、マイクロソフト VBAや XML
は利用された。 辞書のための TEI ガイドラ
インに基づいてデータベースは XML 形式で
構成された。 
 
(2) 辞書に加える 2 番目の方法は「Mathews 
Chinese-English Dictionary」の最初の 100ペー
ジのデジタル化に基づきました。 これらの
ページがデジタル化された後に、上の 5冊の
辞書に基づく同じ一致を適用した。 単語マ
ッチがあれば、私たちは用語を加えるでしょ
うに、Mathewsからの定義を含んでいます、
他の辞書に含まれた定義と同様に。他の辞書
に含まれたデータが、中国語と日本語で書か
れたので、これは英語に翻訳された。 
 
４．研究成果 
 
研究の期間、研究代表とアシスタントは十三
經の内に、4 つに含まれた個々の漢字と熟語
のすべての入力を終了した。これは論語、孝
經、孟子、および書經を含んでいた。さらに、
道教の伝統の 3つの古典に含まれたすべての
単語が、加えられました。 これは老子、荘
子、および淮南子を含んでいた。 最終的に、
『Mathews Chinese-English Dictionary』の最初
の 100ページに中国古典に含まれた漢字と熟
語のすべてが加えられました。 プロジェク
ト期間の始めに、オンライン CJKV-E 
Dictionaryは 11,073単漢字と 31,911の熟語を
含みました。 研究の期間の終わりに、それ
は、12,021単漢字と 47,767の熟語を含みまし
た。  このデータの包含のため、CJKV-E 
Dictionary は中国古典文学の研究のための最
も包括的なオンライン・リファレンスリソー
スになりました。 
 
この辞書には、他の辞書と比べて、特有の数
ポイントがあります: (1) 他のオンライン漢
字辞書は漢字と熟語の現代の意味の情報を
主に提供します。 しかしながら、この辞書
は古代的、そして、古典的な意味を含んでい
ます。 (2) 他のオンライン辞書は、単に古い
辞書の再現か様々な未確認の情報からのコ
ンピューター化している集合のどちらかで
ある。 他方では、この辞書の各入ることは
人間が編集された、そして、語彙的、そして、
古典的なソースは明確に特定されます。 し
たがって、はるかに高い学問的価値がありま
す。(3) アクセスチャージを支払わずに、こ
の辞書を捜すことができる。 
 



インターネットで名前「CJKV-E Dictionary」
を使用することでこの辞書を提供します。 
辞書の URL は http://www.buddhism-dict/dealt 
である。辞書を参照したがっている研究者は、
userID「お客様」を使用することによって、
探すことができる。 この政策は 24時間で 10
の検索を可能にするでしょう。1日に 10回以
上探したがっている人々は、プロジェクトに
研究資料を寄付することによって、完全なア
クセスを得ることができる。 
 
この辞書はWWWebに見るためにデスクトッ
プコンピュータと携帯電話の両方によって
フォーマットされます。以下の通り例の項目
を見ることができる: 
 
--------------------------------------------- 
 

CJKV-English Dictionary 
 
 
四書 
 
[Pronunciations] 
 
[zh-py] sìshū 
[zh-wg] ssu-shu 
[ko-mc] saseo 
[ko-mr] sasŏ 
[ja-kk] [on] シショ 
[ja-hb] [on] shisho 
 
Meanings 
 
● The 'four books' of Confucian learning 
selected by Zhu Xi 朱熹 as a core curriculum 
during the Song period. These are the Analects 
論語, the Mencius 孟子, the Great Learning 大
學, and the Doctrine of the Mean 中庸. 
●An alternative set of four is the Analects, 
Classic of Filial Piety 孝經, Great Learning, and 
Doctrine of the Mean. 
●The division of Chinese literature into classics 
經, histories 史, words of the philosophers 子, 
and collections 集. 
 
[Dictionary References] 
 
Hanyu dacidian CD-Rom 
Gakken kanwa jiten (Digital Version) 
Dai kango rin p. 270 
Dai kanwa jiten vol. 3, p. 2297 
 
[Feedback] 
 
Entry created: 1995-07-15 
Updated: 2015-08-11 
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